消防計画

平成○○年○○月○○日作成

○○○○○管理組合

　

アパート・マンション等の消防計画

1　用途上の特異性

　これらの対象物は，建物の高層,大規模化が進み　また住み良い環境等の要

  求から下層階は店舗及び事務所等に上層階は住宅にと，その利用形態も著しい

  変容にあり，利用者の利便が十分に取入れられた対象物が多くなっています。

　また，これらは分譲、賃貸の形態にかかわらず，いずれも個人住居の集合体

  であって比較的居住者同士の連帯意識が薄く，共有する施設物（消防用設備，

  防火施設，ダストシュート等）の管理上の問題点が多く内在するとともに，火

  災発生原因に大きなウェイトを占める各居室の火気管理や喫煙管理の状況は握

  も非常に難しい対象物です。

　以上のようなことから，平素における火災予防の徹底をはかるには，居住者

  一人一人の防火意識の高揚がもっとも必要であるとともに，防火管理者や建物

  関係者（所有者又は管理者）はもとより，居住者全員による建物全体を一体と

  した防火管理をより強力、かつ積極的に推進することが重要となります。

2 計画樹立上のポイント

  ア　各階又は区域ごとに責任者を指定し、居住者に対しての火災予防に関する

　    指導及び連絡体勢を確立する。

  イ　教育、訓練を実施し，防火意識の普及，高揚を図る。

  ウ　老人，婦人、子供等が主体となる時間帯の通報連絡及び避難誘導等の活動

　    体制を確立する。

  エ　火気管理，喫煙管理の徹底を図る。

　　　　　　　　　　○○○○○○消防計画

　　　　　　　　　　　　　　第１節　総　則

（目　　的）

第１粂 この消防計画は 消防法第８粂第1項に基づき，○○○○○○における

         防火管理業務について必要な事項を定めて火災震災．その他の災害の予防及び

         人命の安全並びに被害の極限防止を図ることを目的とする。

（計画の適用範囲）

第2粂　この消防計画は，○○○○マンションに居住及び出入りするすべての者に適用する。

（防火管理者の権限及び業務）

第３粂   防火管理者は○○ ○○とし、この消防計画についての一切の権限を有すると

        ともに，次の業務を行う。

　（１）消防計画の運用推進に関する事項

　　
ア　消防計画の検討及び変更

　  
イ　消火、通報、避難及び、避難誘導等の訓練の実施

　　
ウ　建物、電気設備、火気使用設備等の検査の実施

　　
エ　消防用設備等の点検、整備の実施及び監督

　　
オ　居住者に対する防災教育の実施

　　
力　防災ポスター及び、防災指導資料の作成及び掲示

　　
キ　管理権原者に対する防火管理上必要な報告及び助言

　（２）消防機関等への報告，連絡，届出等に対する事項

　　
ア　消防計画の提出（改正の都度）

　　
イ　消防用設備等の点検結果の報告

　  
ウ　建物及び諸設備等の変更又は設置時の報告，連絡等法令に基づく諸手続

　  
エ　消防用設備等の点検，建物等の検査及び居住者の教育、訓練等に必要な指

　　　      導員の派遣要請

　（３）火災子防上必要な措置に関する事項

　
ア　改築，模様替え等の工事中における火気使用の制限又は立合い

　
イ　火気使用又は取扱いの指導

　　　　　　　　　　　　第2節　子防管理対策

（予防管理組織）

第4条　予防管理組織は，火災予防のための組織及び自主点検検、検査を行うための

        組織とする。

2　
平素における火災予防及び地震時の出火防止を図るため、防火管理者のもとに

階ごと又は一定区域ごとに防火担当責任者を定め、その編成及び任務は別表1

のとおりとする。

3       建物、電気設備、危険物施設及び消防用設備等の機能を適正に維持するため、

        別に定める点検、検査票に基づき，定期に点検、検査を行うものとし、

        その実施者及び実施日は次による。

消防用設備の点検

	 eq \o\ad(点検対象,　　　　　　　　)
	
	点検実施者

	
	外観点検
	機能点検
	総合点検
	

	 eq \o\ad(消火器（共用）,　　　　　　　　)
	 10月15日
	 10月15日
	 10月15日
	消防設備士

	
	 10月15日
	 10月15日
	
	

	 eq \o\ad(屋内消火栓,　　　　　　　　)
	 10月15日
	 10月15日
	
	

	
	 10月15日
	 10月15日
	
	

	 eq \o\ad(自動火災報知器,　　　　　　　　)
	 10月15日
	 10月15日
	
	

	
	 10月15日
	 10月15日
	
	

	 eq \o\ad(避難器具,　　　　　　　　)
	 10月15日
	 10月15日
	
	

	
	 10月15日
	 10月15日
	
	

	その他の設備器具

連 結 送 水 管
	 10月15日
	 10月15日
	
	

	
	 10月15日
	 10月15日
	
	


４ 平素における点検、検査は、防火管理者及び防火担当責任者が外観的事項等に

　 ついて随時実施する。

５ 居住者は、自己の管埋又は所有する火気使用設備器具、電気器具及び消火器具

   等について適宜点換、検査を行い不備欠かんのある設備、器具については整備

　 改修に努めること。

（点検、検査結果の記録及び報告）

第５条 防火管理者は点検、検査の結果を「防火対象物維持台帳」に記録しておくと

   ともに管理権原者に報告し，不備欠かん事項については改修等の促進を図る。

2  管理権原者は、消防用設備等の点検結果を「消防用設備等点検結果報告書」に

　 より，３年に１回 ○○市消防長に報告する。

（居住者の遵守事項）

第6粂 居住者は，火災予防及び人命安全を図るため、次の事項を遵守すること。

（１）火気使用設備器具、電気器具等の管理を徹底し、居室内の火災予防に努める

　　　こと。

（２）灯油ガソリン等の危険物類の使用又は保管にあたっては、定められた数量

      をこえることのないように留意するとともに適正な使用、保管に努めること。

（３）廊下、階段等避難の際に使用する施設には、避難の障害となる設備を設け、

　　  又は物品を置かないこと。

（４）ベランダには、火災の延焼拡大要因となる多量の可燃物を置かないこと。

（５）消防用設備等の周囲には、使用の際障害となる設備を設け又は物品を置かな

　    いこと。

（６）建物に設置された消火器は、みだりに移動しないこと。

第３節  自衛消防活動対策

（自衛消防組織等）

表7条 ○○○○○○の自衛消防組織は，防火管理者を自衛消防隊長（以下

　「隊長」という）に、理事長を自衛消防副隊長（以下「副隊長」という）として

   自衛消防隊を設置し．隊員の指定は、別表2のとおり編成する。

2　隊長及び各隊員の活動は次による。

（1）隊長は，自衛消防隊活動時における各係員に対する指揮、命令を行うととも

　   に，消防隊への情報提供及び避難者の確認を行うこと。

（2）副隊長は、隊長を補佐し、隊長が不在の場合はその仕務を代行すること。

（3）班長は，担当階の災害状況及び逃げおくれの有無等について隊長に報告する

　　 とともに，隊長の指示等を担当階の隊員に連絡すること。

（4）通常連絡係員は，火災等の発生を消防機関（１１９番）へ通報した後，近くの

　　 非常警報設備を作動させるとともに，大声で居住者に火災等の発生を知らせること。

（5）消火係員は，屋内消火栓及び消火器等を活用して，延焼拡大の防止にあたること。

（6）避難誘導係員は，火災の状況を把握し，火点反対側階段又は避難器具を利用し，

     避難者の補助及び誘導にあたること。

（7）救護係員は、負傷者の応急救護を行うとともに，救急隊と連携をとり，負傷者の

     救護にあたること。

3　自衛消防隊の装備は次のとおりとし，その管理は防火管理者が行う。

 (1) 携帯用拡声器　　　　      (4)ロープ

（2）懐中電灯　　　　　　　　　(5）消火器

（3）警　　笛　　　　　　　　　(6）応急救護品

第4節　震災対策

（震災予防措置等）

第8条　地震の災害を防止するため、第2節に定める予防管理対策と合せて，次の

　      事項を行う。

  （1)　建物付属工作物及び高所の物品等の落下、転倒、破壊の防止措置

   (2） 危険物類の漏洩防止措置

  （3） 長時間の旅行又は外出する場合は，火気使用設備器具，電気設備器具等の安

　　    全措置

  （4） その他地震災害に対する必要な事項

2　     地震時の活動は、第3節に定める事項のほか、次による。

  （1） 居住者等は，火気使用設備器具の使用停止、ガス元栓の閉止及び出入口の開

　      放等の措置を行うこと。

  （2） 火災が発生したり負傷者がでた場合は，居住者全員が一致協力して，消火及

　      び負傷者の救護等に全力をあげること。

   (3)  隊長は、建物内の被害状況及び建物周辺の火災発生状況等の把握につとめ、

　      必要事項については居住者に対して情報提供を行うこと。

   (4)  避難の開始は，防災機関からの避難命令又は隊長の状況判断によるものとし

　      居住者は統一的行動をとるようつとめること。

   (5） 避難にあたっては，隊列を組、全員徒歩とし、自動車による避難は行わな

　　    いこと。

   (6)  避難場所は○○公園とする。

3　    居住者は、地震災害に備えて、非常用食料、飲料水、衣類、毛布、携帯ラジオ

       懐中電灯及び医薬品等を準備しておくようつとめること。

第5節　防災教育及び訓練
（防災教育，訓練の実施）

第10条 居住者の防災知識の高揚及び自衛消防隊の技術の向上を図るため、次によ

        り防災教育、訓練を行う。

　(1)   消防計画の周知徹底を図る。

  (2)   防火講演会、防火座談会等を積極的に実施する。

 （3)   消火、通報連絡、避難誘導等の訓練は、それぞれの任務ごとに定期的に実施

　　    するほか，総合訓練は年一回 実施する。

  (4)   震災訓練は，市区町村等が実施する訓練に居住者全員が積極的に参加する。

 （5)   その他防火管理者が必要と認める事項。

2 自衛消防訓練を実施する場合は，防火管理者が、「自衛消防訓練通知書」により○○

    市消防本部に通知するとともに、実施結果については、「防火対象物維持台帳」に

    記録する。

別表１             eq \o\ad(防火担当責任者編成表,　　　　　　　　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(防火担当責任者氏名,　　　　　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(担当区域,　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(業務内容,　　　　　　　　)

	管理人
	エントランスホール
	屋内消火栓、消火器の平素に

おける点検及び維持管理
防火戸の維持管理

	自衛消防隊班長
	各担当階
	屋内消火栓、消火器の平素に

おける点検及び維持管理
避難通路の確保

	備

考
	防火担当責任者は、防火管理者の補佐をし、防火管理業務の円滑な推進を図ると

ともに、担当区域の居住者に対し、火災予防について呼びかけること。


別表２             eq \o\ad(自衛消防隊編成表,　　　　　　　　　　　　　　　)
	       隊長
	 eq \o\ad(自衛消防隊長,　　　　　　　　)     ○○　○○　　（注）防火管理者
 eq \o\ad(自衛消防副隊長,　　　　　　　　)     ○○  ○○　　（注）理事長

	       係別
	

	
	班長
	通報連絡係
	避難誘導係
	初期消火係
	救護係

	２階
	２ＸＸ

○○ ○○
	兼任
	〃
	〃
	〃

	３階
	３ＸＸ

○○ ○○
	兼任
	〃
	〃
	〃

	４階
	４ＸＸ

○○ ○○
	兼任
	〃
	〃
	〃

	５階
	５ＸＸ

○○ ○○
	兼任
	〃
	〃
	〃

	６階
	６ＸＸ

○○  ○○
	兼任
	〃
	〃
	〃

	７階
	７ＸＸ

○○ ○○
	兼任
	〃
	〃
	〃

	８階
	８ＸＸ

○○  ○○
	兼任
	〃
	〃
	〃

	９階
	９ＸＸ

○○　○○
	兼任
	〃
	〃
	〃
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